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1
えちご上越農業協
同組合

事業計画より抜粋 ○ ○ ○ 　

○総合機能を発揮した多様な担い手の育成・支援と地域農業の活性化
　・地域農業ビジョンの策定
　・青年部活動を通じた次世代農業後継者の育成
○複合営農による園芸振興と地域条件に応じた特産品等の生産基盤の強化
　・上越野菜販路開拓と作付誘導
　・あるるん畑を核とする地産地消複合直営施設の設置
○食と農のあり方を次世代につなげる親子教室や学校等への出前講座の開催
　・子供対象の「ちゃぐりん道場」、若い世代対象の「よい食カレッジ」、学校等の「広がれ弁当の日」支援
　・ＪＡ女性大学「さくらカレッジ」による食・農・暮らしを軸とした活動の展開
○親しみとふれあいのある暮らしの創出と地域活性化への貢献
　・男性講座の開催、女性部組織の活性化
　・こころときめき活動（結婚支援活動）による出会いの場の提供
○支店を核とした協同活動による地域コミュニティーの活性化
　・各支店で支店協同活動を実施し、地域貢献活動にも積極的に取り組む

2
上越公共職業安
定所

子育て女性等に
対する再就職支
援の推進

○

再就職支援の推進
　・子育て女性等に「マザーズコーナー」を周知し利用の促進に努める。
　・各種子育て支援サービス等に関する情報提供
　・求職者ニーズを踏まえた担当者制による就職支援の実施
　・子育て女性等を対象としたセミナーの開催
　・新潟県、上越市等の関係者による協議会を開催し、総合的な支援の実施

継続 同左 同左 同左 同左

3 新潟県
にいがた出会いサ
ポート事業

○

　新潟県では、独身男女に出会いの場を提供する「にいがた出会いサポート事業」を実施しています。
　出会いのきっかけとなる各種イベントやパーティを企画・運営いただける方はお気軽にご連絡ください。
　イベントの実施方法は、「県共催イベント」、「イベントアドバイザーサポーターズイベント」の２区分があります。
　県は、イベント等に対し次の支援を実施します。
　　□県の広報媒体を活用した参加者募集等
　　□県共催又は県が関与するイベント等であることの明記を許可

4 新潟県
地域づくり支援制
度ライブラリー

○ ○ ○ ○

１　概要
　○　市町村や地域づくり団体等の地域づくり活動を支援するため、国・県等が所管する地域づくり支援制度等に
関する情報を提供するライブラリーです。
　○　地域づくりに活用できるソフト・ハードの各種助成制度、アドバイザー派遣制度、表彰制度を２１のテーマごと
に紹介します。

２　検索方法
　次のURLから、「地域づくり支援制度ライブラリー」を検索してください。
　　http://www.chiiki.pref.niigata.jp/dukuri/library/index.html

5
新潟県立看護大
学看護研究交流
センター

出前講座 　 ○ 　 　

地域の教育機関、市民団体及び企業等の求めに応じて、本学教員が出向いて講義
等を行う出前講座を実施している（平成26年度～）。

平成27年度は用意した18テーマのうち、「子どもには生きる力がある」「いざと
いう時に役立つホームケア」「自分のからだ・健康・いのちについて考えてみよう」
が子育て支援に関連する内容である。小児看護学の教員2名が講師である。

看護研究交流センターのホームページから申し込む。
依頼者側から旅費を負担していただく。

随時申込み 随時申込み 随時申込み 随時申込み 随時申込み

地方創生に向けた各団体の事業概要シート

備考提案者 事業名

総合戦略の分野

事業の概要

想定されるスケジュール

平成27年7月30日
上越市まち・ひと・しごと創生推進協議会

第３回結婚・出産・子育て部会
資料４
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6 上越信用金庫
各種ローン・積金
等の円滑な提供

　 ○ 　 　

若い世代の経済的安定、結婚、出産・子育てへの支援、仕事と生活の調和を図るため、金融機関の本業を意識し
た課題解決支援を実施。
　
◆各種ローン（カードローン、カーローン、教育ローン、ブライダルローン、住宅ローン）の提供。経済負担を考慮し
た金利優遇もあり。
※地域に就職する若年層、地元出身の新社会人、Uターン、Iターンの新社会人への支援等、あらゆる場面での円
滑な資金提供を支援。

◆ファミリーサポート積金の提供
余暇・レジャー、健康・医療、生活サービス(保育・介護)等のさまざまな生活シーンで利用できる「ライフサポート
サービス」や24時間電話健康サービス、セカンドオピニオン、糖尿病臨床医紹介サービス、あたまの健康チェックテ
スト等が無料で利用できる「健康関連サービス」が付加されている積金。

継続　実施
内容の評
価・検証

継続　実施
内容の評
価・検証

継続　実施
内容の評
価・検証

継続　実施
内容の評
価・検証

継続　実施
内容の評
価・検証

7
連合新潟上越地
域協議会

働くことを軸とする
安心社会の構築

○ 　 　 　

「働くことを軸とする安心社会」は、働くことに最も重要な価値を置き、誰もが公正な労働条件のもと多様な働き方を
通じて社会に参加でき、社会的・経済的に自立することを軸とし、それを相互に支え合い、自己実現に挑戦できる
セーフティネットが組み込まれている活力あふれる参加型の社会である。
知識や学歴によってその夢を果たすことができないでいる若者。非正規労働で働き、将来の展望が見いだせない
労働者。職場の理解も得られずに就労をあきらめている母親。親の介護で支援を受けられず就労をあきらめざるを
得ない労働者。トラブルで職を失ったり、心身の障がいから就職先が見つからない失業者。年をとってこれまでのよ
うなかたちでは働くことが困難になった人々は、もっと柔軟なかたちで働ける就労環境を望んでいるのに彼らの力
を活かせる職場が少ない。社会参加したいのにそのような機会が限られている。
そのための具体的な活動として
　１．地域の問題点を掘り起こすため労働相談ダイヤルを常設し、個々、団体の問題解決を行う。また、メンタルダ
ウンしている相談者には連携機関への取り次ぎ等を行っている。
　２．最低賃金、ワークルール等の啓発のため、街頭行動等を行っている。
　３．基礎的なワークルールを知らないまま社会へ出て、トラブルによる離職を防ぐため、学校等へ出向き出前講座
を行うとともに、チラシ等の配布を行っている。
　４．関係自治体へ労働問題に対する要請を行っている。

継続 → → → →

8
上越市小中学校
PTA連絡協議会

平成27年度 上越
市小中学校PTA
連絡協議会　研究
大会

　 ○ 　 　

期　日：平成27年11月23日（月・祝）
会　場：上越文化会館大ホール
参加者：市内小中学校PTA会員　1,500人
開催目的：子どもたちの抱えている課題を把握し、今後のＰＴＡ活動の方向性を参加者全員で模索する。

内　容：著名な講師による講演会を実施する予定です。（現在交渉中）
　　　　　講演内容は今年度、市P連が取り組んでいるアウト・メディアの推進に関係する内容でお願いします。
　　　・メディアの利便性と危険性を踏まえた正しい使い方の一層の周知
　　　・携帯・スマホに係る問題
　　　　　学年を追うごとに携帯依存が顕著になり生活習慣が乱れること。
　　　　　ライン等による友人間のトラブルが発生していること。

講演会 未定 未定 未定 未定

9
上越市小中学校
PTA連絡協議会
各ブロック

ブロック別 交流親
善大会

　 ○ 　 　

市内を10ブロックに分け、各ブロックでＰＴＡ会員相互の交流と親睦を深めるために実施している。
　
内　容：各ブロックにより実施種目は異なるが、野球大会、バレーボール大会を実施しているブロックが多い。
　　　　その他の種目としてはソフトバレー、ボーリング、綱引きなど。
　　　　各ブロックが趣向を凝らして実施している。
　　　　その後、懇親会（情報交換会）を実施し、更なる親睦を図っているブロックもある。

交流親善大
会

左同 左同 左同 左同
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10
日本政策金融公
庫　高田支店

子育て支援プロ
ジェクト

○

○子育て支援プロジェクト
　日本公庫の「国の教育ローン」は、「家庭の経済的負担の軽減」及び「教育の機会均等」を目的として、昭和54年
に創設されました。これまでに全国で延べ500万件のご利用をいただいております。
　日本公庫では、昨今の厳しい経済状況において多くのご家庭で教育費負担が増大している中、「国の教育ロー
ン」を通じて、国内外の大学、専修学校、高校などの進学・在学されるお子さまをお持ちのご家庭の方を対象に融
資による修学面の支援を行っていきます。

地元高等学
校等への周
知

同左 同左

11

東京海上日動火
災保険株式会社
（を含む東京海上
グループ企業）

東京海上グループ
ソリューションによ
る地方創生実現
サポート

○ ○ 　 　

●ＢＣＰ策定支援（（株）東京海上日動リスクコンサルティング）
　「巨大災害時の減災、早期復旧・復興に向けたＢＣＰ策定支援（※自治体との連携要）」
●海外輸出支援（（株）東京海上日動リスクコンサルティング）
　「輸出先国の法規制調査」「製品リスク洗出し」「取扱説明書・警告ラベル診断」「海外ＰＬ制度」
●農業経営安定化支援（東京海上日動火災保険㈱、㈱東京海上日動リスクコンサルティング）
　「異常気象災害時のリスク低減（※金融機関様と提携要）」「食中毒事故対応、品質管理コンサル）
●外国人観光客の緊急時医療相談窓口開設（東京海上日動メディカルサービス㈱）
　「日本国内での外国人向け医療相談（英語・中国語・韓国語・スペイン語・ポルトガル語対応）」
●人材採用・雇用対策（㈱東京海上日動キャリアサービス、東京海上日動火災保険㈱）
　「社員採用時の人材紹介」「代理店候補生の採用・育成による雇用創出｣
●団体保険制度による企業防衛（上越商工会議所、東京海上日動火災保険㈱）
　「海外ＰＬ制度（グレーゾーン対応型）」「業務災害補償制度（ストレスチェックサービス付帯）」
◆女性の活躍推進に向けた環境整備（東京海上日動メディカルサービス㈱）
　｢小児緊急電話相談を含むメディカルコールセンターによる働く女性サポート」
◆ＣＳＲ活動としての教育支援（東京海上日動火災保険㈱）
　「みどりの授業（環境啓発）」「ぼうさい授業（災害対策）」※小学校向け

各種団体保
険制度サー
ビス提供
中。その他
について関
係団体との
協議。

サービス提
供準備・開
始

サービス継
続

→

サービス継
続、実施内
容の評価・
検証

12
平安セレモニーグ
ループ

結婚支援サポート
事業

○

事業背景
・若い世代の結婚離れは、情報化社会、社会情勢の変化により、お付き合いに消極的な男女が増加している傾向
が原因でもある。お付き合いの楽しさ、結婚を目的とすることの理解の必要性、その為には、まずは自分に自信を
つけてもらい、出会いの場を提供した上で、積極的にお付き合いを後押しすることが求められている。
事業内容
・未婚の方が、自分に自信をつけて婚活出来るように、自分磨きが目的のプライムレッスンの開催。
・未婚の方同士がお付き合いの相手を見つける婚活パーティの開催。
・登録者同士の紹介シートを用いたお見合いシステムの導入。
・登録者へ専任のコンシェルジュが丁寧に、その方に合ったサポートを行う。

登録者の拡
大、民間企
業との協力
体制の構
築。実績形
成。

行政とのタ
イアップ、官
民一体と
なった婚活
支援の取り
組みを実施
したい。

継続 継続

13 上越商工会議所
上越商工会議所
めぐりあい事業

○

　「上越商工会議所　めぐりあい事業」と題し、会員企業従業員の独身男女の出会いをサポートし、当市での結婚・
就業・定住、そして人口減少の克服（少子化対策）を目指す。

　会員企業約2000件のスケールメリットを活かした男女の出会いの場を提供でき、会議所が行うことで参加する男
女にとっては安心感（送り出す企業も同様）がある。

　従業員が出会うことで異業種交流にも繋がり、企業側にとっても会社経営の活性化となる

事業の企
画・立案

事業の企
画・立案／
検討／実
施？

イベントの
実施

イベントの
実施

イベントの
実施

参考資
料

14 上越助産師会 母子保健事業 　 ○ 　 　

（１）会員　施設勤務と個人開業
（２）事業内容
　①助産師会　いいお産の日　10/24　妊婦10名に沐浴プレゼント
　②上越市母子保健事業
　③妙高市母子保健事業
　④性の健康講座
　⑤その他
　　個人開業で沐浴、乳房ケアー、助産院経営
　　上教大講師、上越看護学校講師など

10/24　い
いお産の日
「生れる」上
映会、沐浴
プレゼント、
よろず相談

参考資
料
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15
認定NPO法人マ
ミーズ・ネット

子育て支援はまち
づくり

○

・子育て親子の居場所づくり
　地域で支えあう仲間作りと「孤育て」の解消を目的とする
・子育て情報の発信
　じょうえつ子育て応援誌 With Kids の発行
　JCV『子育て応援団』の企画参加
　地元密着のすぐに使える子育てに役立つ情報の提供
・学習・啓発活動（講座・フォーラムの開催）
　子育て及び子育て支援に関する講習の実施
　企業への出前子育て講座の実施
・子育てサークル支援
・保育コーディネート
・ライフステージリレーネットワーク事務局
　平成26年度新潟県地域少子化対策強化事業「地域ネットワーク構築事業」として発足・上越地域で出会い・結婚・
妊娠・出産・子育てに関わる37団体が参加している。
・地域ができるネウボラ型支援プロジェクト
　新潟県少子化対策モデル事業として今年度から29年度まで実施
　「地域のネウボラ（地域の助言の場）」を開設し、精神的、時間的にゆとりをもって子育てできるように支援を行う。

参考資
料

16 大島グループ

高田まちなかの
「潤いとやすらぎ
のまちづくりプロ
ジェクト」（新5か年
計画）

○ ○ ○ ○

●高田駅中心市街地に、人々が集まる賑やかなまちづくり事業（四つの事業）の展開。
●このプロジェクトは、第一次計画（H１４～２６年実施）の実績と評価を生かし、引き続きH２８～３２年の５か年を第
二次計画として推進していく。
●新計画は、高田駅周辺の「寺町、暮らし・福祉エリア」・「本町、商業業務エリア」、「仲町、食文化・商業エリア」・
「駅周辺の発達障害研究・研修エリア」、四つの拠点
　に新たな業務機能を導入し、みんなで連携しあうまちづくりを推進する。
●新計画は、第一次計画の成果である、居住人口の回復（流失世代の回帰）・雇用人口の増加
　（新・起業化によるしごとづくり）・交流人口の拡大（来街者）を最重要課題としている。
　駅まちなかに人々が集まり・働き・暮らし・買い物客等で賑わうための起業化を一層進め、　まちなかの活性化に
取り組む。
●事業化に要する体制・人材・事業用地は、相当部分を確保している。今後グループの各事業者（企業）がエリア
別の実施計画を作成のうえ、事業着手に取り組む。なお事業化は、町内会・事業者・地域・大学・病院・行政等の多
様な人々と連携を推進する。
●新計画の「四つの事業」は、別紙提案書の通り。

グループ企
業の調整・
連携、実施
計画の作
成、行政等
の協議

エリア別の
関係者協
議、実施計
画作成、補
助事業協
議、一部事
業着手

事業着手、
一部業務開
始（サービ
ス提供）

事業継続・
事業の進行
管理（点検・
評価・見直
し・改善等、
経営改革事
業創造室の
活用）

事業継続、
計画見直
し・

17 しゅしゅクラブ

「女性の経験を生
かした子育てシス
テム～子守り電車
／子守りバス～」
の提案

　 ○ ○ 　

取組内容
　①子育て経験者（市内女性）が中心となり、電車やバスを利用した子守りプランを実践し、未来の子供達を地域ぐ
るみで育てる環境を作る。（親子でも利用可能とする）
　②月に1回～2回の約2時間程度の子守りをすることで、保護者の息抜きの時間を作り、子育てに優しい公共交通
を目指す。
　③子供が小さい頃から電車やバスなど公共交通に触れることで、公共マナーやコミュニケーションの学びの場を
構築する。
　④幼児を対象とした商品やサービスを事業としている大手企業の参画で、安心安全で快適なグッズやサービスを
作り、他地域と差別化をはかれる二次交通を利用した子育てプランを実現する。
　⑤家族での二次交通利用や、上記サービス利用でおむつやミルク等の購入ポイントがたまる仕組みを作る。（新
しい二次交通を応援する仕組み作りにも繋げる）

事業推進者　　市内の子育て経験のある女性（50～60代を想定）／在来線事業者
　　　　　　　　　／バス事業者／大手子供向け商品、サービス関連事業者／保険会社
　　　　　　　　　／人材バンク等を想定。

*市内子育
て世代の
ニーズ調査
／子育て世
代と二次交
通利用の
ニーズの調
査

*子守り電
車、子守り
バス実施に
向けての関
係各所との
協議と内容
の確立
*受け手に
関しての内
容検討及び
労働条件等
の協議

*子守り電
車、子守り
バスのモニ
タリングと
検証→プラ
ンやサービ
スの構築／
関係企業と
の連携確立

*事業実施
にあたり、
人材バンク
の確立とプ
ランやサー
ビスのPR

*事業実施
と検証→修
正→再構築


